
　昭栄物産は、1963年（昭和38年）に設立。創業60年を迎え、LPガス販売やガス器具
販売、太陽光発電・蓄電池の販売、設置などのエネルギー事業に加え、リフォーム事業、
水の宅配サービスなどの水事業、ガン予防に取り組みたい方の健康管理をサポートす
るメディカル事業など、「暮らしの為のコンビニ」を目指して、お客さまの暮らしを向上さ
せる様々なサービス・商品を展開している。

昭栄物産株式会社

　LPWA機器導入の効果として、検針作業にかかる時間・労力の削減はもちろん、誤検
針や伝票の誤投函が大幅に軽減されたという。社内からも、「検針業務の負担減により
時間の確保ができるようになったことで、営業や保安面でのお客さまとの接点が増え
た」とのことで、大きなメリットを感じている。
　お客さまとの接点を大事にする同社では、料金の支払い方法も、時代の変化とともに
口座引き落としやクレジットカード払い、コンビニ払いなどの多様な支払い方法にシフ
トしているが、定期的にお客さまのところへ訪問をすることを心掛けていたという。「ただ
検針に行き、検針票を渡すのではなく、別途時間
を取ってお客さまと接する時間が増えた方がより
サービスの向上に繋がっていく。今回の機器導入
により、さらににそのような機会を創造することが
できるようになった」と小倉営業所長の中山和大
さんは言う。
　業務を効率化させるだけでなく、機器導入後も
変わらずお客さまに顔を見せ、「生の声」を聴く体
制が整っていることが印象的だった。

機器導入による効果と同社の大切にしている方針
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　検針を担当している嘱託社員が不足している地域があり、それを補う営業担当者の検
針業務における負荷軽減を図るために機器の取り付けを決めた。まずは事務所から遠
方の地域に対し取り付けを実施していたところ、ガスの卸元の担当者から補助金につ
いて紹介され本格的な採用を決めた。

LPWA機器設置の経緯



事前周知文書

　設置を進める上で、通常業務と並行しながらの取り付け作業には苦労を要したとい
う。作業においては１件当たりおよそ10～15分ほど時間を要する。また、戸建てとなると
移動距離が長くなる。同じ作業を何回も繰り返し行っていくことに加えて、「電波が入ら
ない」等の問題も重なると心身ともに従業員にかかる負担は大きかったという。
　また、KDDI（東洋計器）の電波が入らなかった地域に対しては、別の卸元へ依頼して
電波の入ることが確認できたdocomo（矢崎エナジーシステム）で対応した。集中監視
センターにおいても二つの会社との連携で対応しているという。

導入・設置を進める中での苦労

　今後に期待することとしては、検針業務等の省力化はもちろん、システム連携による
ガス料金のWEB請求化を挙げる。近年は、あらゆる場面でペーパーレス化が進み、手軽
にどこでもスマートフォンやパソコンで明細等を確認することが可能になった。メール
の時代から、便利でより早いチャットへと、お客さまへの情報伝達の方法も変化してきて
いる。今後は郵便物を出来るだけ減らし、あらゆる発信通知をWEBで行っていきたいと
代表取締役の中村智和さんは先を見据える。現時点の方向性としては、ガス代など必要
な情報をお知らせするのはショートメール（SMS）で対応し、WEBチラシ等の発信は他
の媒体を利用していく方針だという。
　そのために、現在は様々な手段（メッセンジャーアプ
リ・HPとの紐づけ・自社媒体開発等）を調査し、導入の検
討を進めている。
　今後は、今よりも更にLPWAを活用し、検針業務にか
かる時間はもちろん、紙媒体削減等によるコストの削減
を目指していく。総じてここまでのステップまで進めるこ
とが、今回のLPWA導入のゴールになると中村さんは強
く主張した。

ゴールは完全ペーパーレス化

　LPWAの今後の展開については、「長期的に見たときに、この先もLPガス業界で商
売をやっていきたいと思っているのであればマストで取り付けるべきである」と中村智
和さんは話す。
　コストと時間の削減によって、営業など他の事にそれらのリソースを充てることが可
能になる。そして業界問わず人材の確保も年々困難になる中で、今後生き残っていくに
はこれは必ず必要なもの（会社の武器）になるという。LPWAの導入は「次の時代の一
歩（きっかけ）」になると代表取締役の中村智和さんと専務取締役の中村康志さんは口
を揃えて話していた。

申請予定事業者へのアドバイス



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


